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ＪＲ東日本の SUICA や大阪市交通局の PiTaPa などに
よるサイバーレールともいうべき展開が急である。これ
らは、電子マネー兼電子乗車券により、駅までのアクセ
ス交通機関の利用から鉄道施設周辺の買い物まで、大き
く鉄道利用客を囲い込むというものである。この流れは、
のり放題制へと進化しこのため改札口がなくなる。これ
は物理的な問題だけではなく、乗車券、鉄道駅構内とい
う法的概念が変質せざるを得なくなり、鉄道営業法の大
幅な見直しを迫ることにも繫がる。また、いつでもどこ
でも（ユビキタス）呼べるタクシーの実現には、道路運
送法や旅行業法等の手続きが新規ビジネスの規制となら
ないよう平成 13 年に閣議決定されたノーアクションレ
タールール（法令適用事前確認手続）が重要となる。 
 先にも述べたが、ICT の普及により特定多数集団の概
念が成立可能となり、クラブ型交通社会が出現されよう。 
 また、今日の運賃を含む料金制度は、いわゆる使い放
題料金という成熟した制度として活用されてきている。
インターネット料金は既に使い放題料金となっており、
宅配便運賃はゾーン制へと発展している。運送とは派生
需要であり、運送サービスと観光や介護等のサービスを
組み合わせた使い放題包括代金制が選好されれば、派生
サービスである運送サービスは、観光や介護サービスに
埋没され、自家用運送と営業用運送に区分してきた旅客
運送事業法制度そのものの基盤が揺らぐことにもなろう。 
